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２
０
２
３
年
７
月
で
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
新
聞
を
発
行
す
る
弊
社
も
の
づ
く

り
．
ｊ
ｐ
株
式
会
社
の
第
３
期
目
が
終

了
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
真
っ
只
中
で
新
体

制
と
な
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
こ
ま
で

存
続
で
き
た
の
は
、
弊
社
を
支
え
て
く

れ
た
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
と
読
者
の
皆
さ
ま

の
お
か
げ
。
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

▼
こ
の
３
年
間
で
新
聞
と
い
う
オ
ー
ル
ド
メ
デ

ィ
ア
か
ら
一
歩
足
を
踏
み
出
し
、
デ
ジ
タ
ル
時

代
に
適
応
す
る
よ
う
諸
々
の
変
革
を
行
っ
た
。

紙
面
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
は

じ
ま
り
、
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
（
X
）
の
開
始
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
電
子
版
と
個
人
購
読
プ
ラ
ン
の
開
始
、

Ｅ
Ｃ
に
よ
る
購
読
申
込
み
、
フ
ル
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
、
製
造
業
向
け
コ
ン
テ
ン
ツ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
支
援
な
ど
結
果
が
出
た
も
の
／
出
な
か

っ
た
も
の
の
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
と
に
か
く
思

い
つ
い
た
も
の
、
目
に
つ
い
た
も
の
を
片
っ
端

に
実
行
し
た
。
実
施
後
の
振
り
返
り
が
十
分
で

な
く
、
や
り
放
し
で
定
量
的
な
効
果
は
出
せ
な

い
が
、
何
年
も
止
ま
っ
て
い
た
時
計
の
針
が
動

き
始
め
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
手
応
え
も
感

じ
て
い
る
▼
と
は
言
え
、
メ
デ
ィ
ア
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
く
、
決
し
て
成
長
産
業
で
は
な

い
。
ま
し
て
や
新
聞
、
特
に
中
小
零
細
の
業
界

紙
は
激
し
い
斜
陽
産
業
で
、
い
つ
消
え
去
っ
て

も
お
か
し
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
毎
日
が

土
俵
際
。
そ
の
意
識
は
忘
れ
て
は
い
け
な
い
。

そ
ん
な
な
か
で
も
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
の

新
し
い
読
者
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
ユ
ー
ザ
ー
は

増
加
し
て
い
て
、
新
し
い
出
会
い
が
数
多
く
生

ま
れ
て
い
る
。
紙
や
新
聞
離
れ
の
中
、
あ
え
て

弊
社
と
付
き
合
う
く
ら
い
な
の
で
現
状
に
対
す

る
問
題
意
識
や
課
題
感
が
高
い
人
や
企
業
が
多

く
、
弊
社
に
と
っ
て
も
良
い
刺
激
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
維
持
は
後
退
の
第
一
歩
。
第
４
期
目

も
成
長
進
化
に
向
け
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行
う
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
！

現状維持は後退への第一歩　オートメーション新聞は第4期目も挑戦し続ける

　
40
数
年
前
、
米
国
の
大
手
制
御
機
器

メ
ー
カ
ー
が
日
本
法
人
を
設
立
し
た
の

で
取
材
に
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
当

時
、
世
界
の

自
動
制
御
機

器
市
場
規
模

の
比
率
は
北

米
が
２
で
、
欧
州
と
日
本
・
ア
ジ
ア
が

各
１
と
言
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
２
倍

の
市
場
規
模
が
あ
る
北
米
か
ら
の
日
本

進
出
は
『
つ
い
に
黒
船
が
来
航
し
た
』

と
感
じ
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

　
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た
１
９

４
５
年
当
時
の
自
動
制
御
機
器
製
品
は

欧
米
メ
ー
カ
ー
が
先
行
し
て
お
り
、
海

外
製
品
の
輸
入
商
社
が
国
内
の
ユ
ー
ザ

ー
や
国
内
商
社
、
日
本
メ
ー
カ
ー
な
ど

に
供
給
す
る
形
が
多
く
、
海
外
メ
ー
カ

ー
と
提
携
し
て
製
品
を
生
産
・
販
売
す

る
日
本
メ
ー
カ
ー
も
目
立
っ
た
。
そ
の

後
、
徐
々
に
独
自
に
製
品
開
発
す
る
日

本
メ
ー
カ
ー
も
出
始
め
、「
自
動
制
御
機

器
市
場
」が
急
速
に
形
成
さ
れ
て
き
た
。

　
現
在
の
自
動
制
御
機
器
の
市
場
規
模

比
率
は
当
時
か
ら
は
多
少
変
動
し
て
い

る
も
の
の
、
日
本
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
の

占
め
る
位
置
は
大
き
く
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
依
然
世
界
的
に
重
要
な
地
域
と
し

て
見
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
で
情

報
化
社
会
は
ま
す
ま
す
進
展
し
、
国
内

外
の
情
報
も
容
易
に
収
集
で
き
る
時
代

で
あ
る
が
、
世
界
に
目
を
向
け
る
と
ま

だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
企
業
や
製
品

が
数
多
く
存
在
す
る
。
海
外
の
展
示
会

に
行
く
と
、
『
こ
ん
な
メ
ー
カ
ー
が
あ

る
の
か
』
と
か
、
『
こ
の
製
品
は
ま
だ

日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
な
い
』
と
い
っ

た
新
た
な
発
見
に
出
会
う
。
逆
の
立
場

で
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
わ
れ
わ
れ
が

知
ら
な
い
海
外
企
業
や
製
品
に
と
っ

て
、
日
本
や
ア
ジ
ア
は
未
開
の
市
場
で

あ
る
と
も
言
え
る
。
特
に
日
本
は
欧
米

に
並
ぶ
市
場
規
模
を
有
す
る
地
域
だ
け

に
非
常
に
魅
力
を
感
じ
る
の
は
当
然
か

も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
未
開
の
市
場
が

あ
る
か
ら
そ
れ
の
開
拓
に
行
く
の
も
自

然
な
行
動
で
あ
ろ
う
。
そ
の
結
果
、
海

外
メ
ー
カ
ー
の
中
に
は
今
ま
で
日
本
の

代
理
店
経
由
で
の
販
売
か
ら
、
日
本
に

子
会
社
や
支
店
を
開
設
し
て
直
接
日
本

市
場
の
開
拓
に
取
り
組
む
と
こ
ろ
が
急

速
に
増
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
企
業
の

中
に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
市
場

案
件
の
情
報
収
集
と
サ
ポ
ー
ト
の
た
め

に
拠
点
を
開
設
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

が
、
大
半
は
日
本
市
場
で
の
さ
ら
な
る

売
り
上
げ
拡
大
を
目
指
す
取
り
組
み
と

位
置
付
け
、
販
売
代
理
店
の
開
設
や
ユ

ー
ザ
ー
へ
営
業
活
動
を
開
始
し
て
い

る
。
ま
だ
日
本
メ
ー
カ
ー
の
品
ぞ
ろ
え

が
足
り
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日
本
に

な
い
仕
様
の
製
品
を
納
期
が
か
か
り
価

格
が
多
少
高
く
て
も
ユ
ー
ザ
ー
は
求
め

て
い
た
の
だ
。

　
現
在
も
日
本
の
「
自
動
制
御
機
器
市

場
」
の
規
模
は
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

地
位
に
あ
る
が
、
海
外
メ
ー
カ
ー
の
影

響
力
は
さ
ほ
ど
大
き
い
と
は
言
え
な

い
。
世
界
で
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
シ
ェ

ア
を
有
す
る
制
御
機
器
メ
ー
カ
ー
で

も
、
日
本
市
場
で
は
営
業
力
を
発
揮
で

き
ず
、
国
内
メ
ー
カ
ー
に
後
れ
を
取
っ

て
い
る
会
社
が
多
い
。
大
き
な
市
場
が

日
本
に
あ
る
か
ら
開
拓
し
よ
う
と
拠
点

を
構
え
た
も
の
の
、
計
画
通
り
に
行
か

ず
、
低
迷
し
て
い
る
会
社
も
目
立
つ
。

　
で
は
そ
の
要
因
は
ど
こ
の
あ
る
の
だ

ろ
う
か
。
よ
く
聞
か
れ
る
の
は
『
日
本

独
自
の
商
習
慣
の
壁
が
厚
い
』
と
い
う

言
葉
だ
。
こ
の
こ
と
を
ま
っ
た
く
否
定

は
し
な
い
が
、
こ
れ
は
ど
こ
の
国
で
も

起
こ
り
う
る

こ
と
で
、
現

地
市
場
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ

せ
て
と
る
べ
き
戦
略
の
範
囲
だ
。
現

に
、
日
本
メ
ー
カ
ー
と
同
等
か
、
そ
れ

を
上
回
る
売
り
上
げ
実
績
を
残
し
て
い

る
海
外
企
業
が
増
え
て
い
る
。
こ
う
し

た
日
本
で
実
績
を
伸
ば
し
て
い
る
メ
ー

カ
ー
を
よ
く
見
る
と
「
商
習
慣
」
の
壁

を
超
え
た
戦
略
が
見
え
て
く
る
。
そ
れ

は
日
本
市
場
を
よ
く
分
析
し
て
い
る
こ

と
だ
。
海
外
で
実
績
が
あ
る
製
品
・
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
だ
か
ら
、
日
本
で
も
必

ず
売
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
安
易
な
上
か

ら
目
線
の
戦
略
で
は
な
く
、
日
本
の
ユ

ー
ザ
ー
が
ど
こ
に
重
点
を
置
い
て
購
買

し
て
い
る
の
か
を
き
め
細
か
く
頭
に
入

れ
、品
質
管
理
、納
期
、ア
フ
タ
ー
フ
ォ

ロ
ー
な
ど
の
体
制
を
整
備
し
て
い
る
こ

と
だ
。
製
品
の
国
際
標
準
規
格
化
の
流

れ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
日
本
独
自
に
求

め
ら
れ
る
仕
様
と
の
整
合
化
を
図
り
な

が
ら
販
売
努
力
を
し
て
い
る
会
社
も
目

立
つ
。
ネ
ッ
ク
に
な
り
が
ち
な
納
期
対

応
も
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し

な
が
ら
最
適
地
か
ら
の
供
給
と
、
製
品

に
よ
っ
て
は
国
内
で
の
組
み
立
て
加
工

な
ど
で
顧
客
満
足
度
を
高
め
て
い
る
。

　
自
動
制
御
機
器
は
、
徐
々
に
ハ
ー
ド

ウ
エ
ア
の
比
率
が
下
が
り
、
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
の
割
合
が

高
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
で
、
海
外
メ
ー

カ
ー
の
日
本
市
場
進
出
が
容
易
に
な
っ

て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
保
有
す

る
技
術
や
製
品
の
有
効
活
用
に
向
け

て
、
海
外
メ
ー
カ
ー
と
日
本
メ
ー
カ
ー

の
協
業
す
る
動
き
も
目
立
っ
て
き
た
。

ま
だ
日
本
市
場
に
参
入
し
て
い
な
い
海

外
メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
チ
ャ
ン
ス
の

時
期
が
来
て
い
る
。
し
っ
か
り
と
し
た

長
期
的
な
開
拓
プ
ラ
ン
を
立
て
て
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
に
期
待
し
た
い
。

︵
も
の
づ
く
り
・
Ｊ
ｐ
株
式
会
社
　
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞
　
会
長
　
藤
井

裕
雄
︶

ものづくり .jp 株式会社
オートメーション新聞
会長　藤井裕雄

FA
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9海
外
メ
ー
カ
ー
日
本
市
場
開
拓
の
肝

2022
年
経
済
構
造
実
態
調
査（
製
造
業
）

事
業
所
数
22
万
2770
カ
所

出
荷
額　

兆
円

付
加
価
値
額　

兆
円

従
業
者
数
771
万
4495
人

　
総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
「
２
０
２
２
年
経
済
構
造
実
態
調
査
」
に
お
け
る
製
造
業

を
対
象
と
し
た
製
造
業
事
業
所
調
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
日
本
の

製
造
業
の
全
事
業
所
数
は
22
万
２
７
７
０
カ
所
、
従
業
者
数
は
７
７
１
万
４
４
９
５

人
。
製
造
品
の
出
荷
額
は
３
３
０
兆
円
、
付
加
価
値
額
は
１
０
６
兆
円
と
な
っ
た
。

330
106

　
日
本
の
製
造
業
の
事
業
所

数
と
従
業
員
数
に
つ
い
て
、

２
０
２
２
年
の
製
造
業
の
全

事
業
所
数
は
22
万
２
７
７
０

カ
所
、
全
従
業
員
数
は
７
７

１
万
４
４
９
５
人
。

　
産
業
中
分
類
別
で
事
業
所

数
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
金

属
製
品
製
造
業
で
事
業
所
数

３
万
６
４
８
カ
所
（
構
成
比

13
・
８
％
）
。
続
い
て
食
料

品
製
造
業
で
２
万
４
６
５
４

カ
所
（
11
・
１
％
）
、
生
産

用
機
械
器
具
製
造
業
２
万
３

４
７
８
カ
所
（
10
・
５

％
）
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

製
造
業
１
万
３
７
１
９
カ
所

（
６
・
２
％
）
、
印
刷
・
同

関
連
業
１
万
３
５
３
６
カ
所

（
６
・
１
％
）
と
続
い
た
。

　
全
従
業
員
数
に
つ
い
て
、

従
業
員
が
最
も
多
い
の
は
食

料
品
製
造
業
で
１
１
０
万
５

５
４
３
人
（
構
成
比
14
・
３

兆
２
２
０
０
億
円
、
付
加
価

値
額
は
１
０
６
兆
６
１
４
０

億
円
。

　
う
ち
製
造
品
出
荷
額
で
最

も
多
か
っ
た
の
は
輸
送
用
機

械
器
具
製
造
業
の
63
兆
１
１

９
８
億
円
（
構
成
比
19
・
１

％
）
、
次
い
で
化
学
工
業
が

31
兆
７
０
８
２
億
円
（
９
・

６
％
）
、
食
料
品
製
造
業
が

29
兆
９
３
４
８
億
円
（
９
・

１
％
）
、
生
産
用
機
械
器
具

製
造
業
が
22
兆
８
７
９
５
億

円
（
６
・
９
％
）
、
鉄
鋼
業

が
19
兆
７
１
８
８
億
円
（
６

・
０
％
）
と
続
い
て
い
る
。

付
加
価
値
額
は
、
輸
送
用
機

械
器
具
製
造
業
が
16
兆
２
５

６
５
億
円
（
構
成
比
15
・
２

％
）
と
最
も
高
く
、
化
学
工

業
が
11
兆
９
６
５
２
億
円

（
11
・
２
％
）
、
食
料
品
製

造
業
が
10
兆
１
５
５
４
億
円

（
９
・
５
％
）
、
生
産
用
機

械
器
具
製
造
業
が
６
兆
５
２

２
８
億
円
（
８
・
０
％
）
、

電
気
機
械
器
具
製
造
業
が
６

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
２
０
２
３

年
８
月
１
日
付
け
で
、
電
動

ア
シ
ス
ト
ホ
イ
ー
ル
と
安
全

自
律
走
行
ホ
イ
ー
ル
メ
ー
カ

　
オ
ム
ロ
ン
の
電
子
部
品
事

業
で
あ
る
デ
バ
イ
ス
＆
モ
ジ

ュ
ー
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

カ
ン
パ
ニ
ー
傘
下
の
オ
ム
ロ

ン
深
圳
工
場
が
、
国
際
的
な

試
験
所
認
定
規
格
で
あ
る
Ｃ

Ｎ
Ａ
Ｓ
（China National 

Accreditation Service 
for Conformity Assessm 
ent

）
」
の
認
証
を
取
得
し

た
。
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
の
認
証
は
同

社
と
し
て
は
初
め
て
。

　
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
は
、
国
際
試
験

所
認
定
協
力
機
構
（
Ｉ
Ｌ
Ａ

Ｃ
）
と
同
等
の
国
際
標
準
化

機
構
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
）
と
国
際
電

気
標
準
会
議
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
）
が

定
め
た
要
求
事
項
を
満
た
し

た
試
験
事
業
者
と
し
て
認
定

さ
れ
る
制
度
。
同
工
場
は
、

生
産
す
る
製
品
の
信
頼
性
を

担
保
す
る
た
め
の
性
能
評
価

試
験
設
備
と
、
そ
れ
ぞ
れ
独

立
し
た
実
験
室
を
構
築
し
、

兆
８
４
４
９
億
円
（
６
・
４

％
）
の
順
と
な
っ
た
。

　
経
済
構
造
実
態
調
査
は
、

日
本
の
全
て
の
産
業
の
付
加

価
値
等
の
構
造
を
明
ら
か
に

し
、
国
民
経
済
計
算
の
精
度

向
上
等
に
資
す
る
と
と
も

に
、
５
年
ご
と
に
実
施
す
る

「
経
済
セ
ン
サ
ス
―
活
動
調

査
」
の
中
間
年
の
実
態
を
把

握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
。
こ
の
う
ち
製
造
業
事

業
所
調
査
は
、
２
０
２
１
年

を
最
後
に
廃
止
さ
れ
た
「
工

業
統
計
調
査
」
に
代
わ
り
、

新
た
に
２
０
２
２
年
か
ら
実

施
し
て
い
る
統
計
調
査
と
な

る
。

金
属
製
品
製
造
業
が
最
多

Ｆ
Ａ
関
連
各
社
２
０
２
４
年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算

　
三
菱
電
機
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

度
比
14
・
３
％
増
の
１
兆
２

２
０
３
億
円
、
営
業
利
益
は

79
・
６
％
増
の
６
１
０
億
５

０
０
万
円
、
純
利
益
は
72
・

７
％
増
の
５
７
８
億
３
４
０

０
万
円
の
増
収
増
益
と
な
っ

た
。
円
安
影
響
と
、
空
調
・

家
電
や
自
動
車
機
器
の
需
要

拡
大
に
よ
り
売
上
高
は
第
１

四
半
期
と
し
て
過
去
最
高
を

更
新
し
た
。

　
セ
グ
メ
ン
ト
別
で
は
、
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ー
・
モ
ビ
リ
テ

ィ
の
売
上
高
は
４
１
０
５
億

円
（
12
・
６
％
増
）
、
営
業

利
益
は
２
１
６
億
円
（
４
・

６
％
減
）
。
う
ち
Ｆ
Ａ
シ
ス

テ
ム
は
売
上
高
１
９
７
４
億

円
（
３
・
５
％
増
）
、
営
業

利
益
は
２
８
７
億
円
（
６
・

６
％
減
）
。
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

　
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
は
、
２
０
２
４

年
３
月
期
第
１
四
半
期
決
算

を
発
表
し
、
売
上
高
は
前
年

度
比
９
・
８
％
減
の
１
８
１

億
８
０
０
０
万
円
、
営
業
利

益
は
47
・
２
％
減
の
16
億
６

５
０
０
万
円
、
純
利
益
は
42

・
６
％
減
の
14
億
６
７
０
０

万
円
。
欧
州
と
米
州
は
好
調

だ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
パ
シ
フ

ィ
ッ
ク
と
国
内
低
迷
で
減
収

と
な
り
、
減
収
と
販
管
費
の

増
加
影
響
に
よ
っ
て
減
益
と

な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
の
売
上
で
は
、

日
本
は
19
・
７
％
減
の
66
億

８
１
０
０
万
円
。
客
先
の
輸

出
需
要
の
低
迷
や
在
庫
調
整

局
面
で
減
収
。
海
外
は
２
・

９
％
減
の
１
１
４
億
９
８
０

０
万
円
。
海
外
売
上
比
率
は

63
・
２
％
と
な
っ
た
。
米
州

は
37
億
７
０
０
万
円
（
７
・

２
％
増
）
で
、
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
製
品
の
供
給
回
復
や

円
安
影
響
で
売
上
増
加
。
Ｅ

Ｍ
Ｅ
Ａ
は
37
億
７
６
０
０
万

円
（
13
・
９
％
増
）
で
、
円

安
影
響
と
Ｈ
Ｍ
Ｉ
事
業
が
好

調
で
売
上
伸
長
。
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
は
40
億
１
５
０

０
万
円
（
20
・
７
％
減
）

で
、
中
国
経
済
の
景
気
減
速

が
影
響
し
た
。

　
製
品
別
売
上
で
は
、
Ｈ
Ｍ

Ｉ
事
業
は
85
億
９
４
０
０
万

円
（
３
・
２
％
減
）
、
イ
ン

ダ
ス
ト
リ
ア
ル
コ
ン
ポ
ー
ネ

ン
ツ
事
業
は
29
億
４
８
０
０

万
円
（
26
・
３
％
減
）
、
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
＆
セ
ン
シ

ン
グ
事
業
は
、
23
億
４
１
０

０
万
円
（
８
・
４
％
）
、
安

全
・
防
爆
事
業
が
31
億
４
０

０
万
円
（
19
・
２
％
減
）
、

シ
ス
テ
ム
が
９
億
１
１
０
０

万
円
（
４
・
２
％
減
）
と
な

っ
た
。

試
験
所
認
定
規
格
Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
認
証

�

中
国
・
深
圳
工
場
で
取
得

オムロン

　
︻
お
知
ら
せ
︼

　
本
紙
８
月
16
日
付
と
23

日
付
け
は
休
刊
し
、
次
号

は
８
月
30
日
付
で
発
行
い

た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

ＩＤＥＣ

ez-WheelSASを傘下
仏・電動アシストホイール

メーカー

ー
の
フ
ラ
ン
ス
・
ｅ
ｚ
―
Ｗ

ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
Ｓ
Ａ
Ｓ
＝
写
真
＝

の
株
式
の
80
％
を
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ

Ｃ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ａ
Ｐ

Ｅ
Ｍ
社
の
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

カ
ン
パ
ニ
ー
の
Ｍ
Ｍ
Ｉ
　
Ｔ

ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｉ
ｅ
ｓ

が
取
得
し
、
グ
ル
ー
プ
傘
下

に
お
さ
め
た
。

　
ｅ
ｚ
―
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ
ｌ
社
は

２
０
０
９
年
に
電
動
ホ
イ
ー

ル
の
専
門
企
業
と
し
て
創
業

国
内
と
ア
ジ
ア
低
調

売
上
高
181
億
円

減
収
減
益

ＩＤＥＣ

売
上 

同
期
過
去
最
高
を
更
新

三
菱
電
機

大
幅
な
増
収
増
益

ン
バ
ッ
テ
リ
な
ど
脱
炭
素
関

連
の
需
要
は
持
続
し
た
が
半

導
体
な
ど
デ
ジ
タ
ル
関
連
の

需
要
が
国
内
外
で
減
少
す
る

な
か
、
受
注
残
の
消
化
と
円

安
影
響
、
価
格
転
嫁
効
果
で

増
収
と
な
っ
た
が
、
機
種
構

成
の
変
動
や
費
用
増
加
で
減

益
と
な
っ
た
。

　
こ
の
ほ
か
イ
ン
フ
ラ
は
、

売
上
高
１
８
８
５
億
円
（
８

％
増
）
、
営
業
損
失
が
49
億

円
。
ラ
イ
フ
は
、
売
上
高
５

２
０
４
億
円
（
19
％
増
）、営

業
利
益
は
４
３
９
億
円
。
ビ

ル
シ
ス
テ
ム
事
業
が
ア
ジ
ア

・
欧
州
向
け
で
増
加
し
、
空

調
・
家
電
事
業
は
空
調
機
器

の
需
要
が
堅
調
。
ビ
ジ
ネ
ス

・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
は
、

売
上
高
２
８
５
億
円
（
６
％

増
）、営
業
利
益
は
11
億
円
。

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
・
デ
バ

イ
ス
は
６
８
２
億
円
（
７
％

増
）、営
業
利
益
は
66
億
円
。

そ
の
他
が
売
上
高
１
９
８
６

億
円
（
９
％
増
）
、
営
業
損

失
は
42
億
円
と
な
っ
た
。

し
、
２
０
１
０
年
に
世
界
初

の
自
己
推
進
ホ
イ
ー
ル
、
２

０
２
１
年
に
は
世
界
初
の
安

全
自
律
走
行
ホ
イ
ー
ル
を
開

発
。
２
０
２
２
年
か
ら
Ｉ
Ｄ

Ｅ
Ｃ
と
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
契
約
を
締
結
し
、
日

本
で
の
独
占
販
売
を
お
こ
な

っ
て
き
た
。

　
今
回
の
ｅ
ｚ
―
Ｗ
ｈ
ｅ
ｅ

ｌ
社
の
グ
ル
ー
プ
化
に
よ

り
、
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｃ
が
得
意
と
す

る
Ｈ
Ｍ
Ｉ
、
安
全
関
連
機
器

を
組
み
合
わ
せ
た
多
様
な
モ

ビ
リ
テ
ィ
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
グ
ル
ー
プ
の
販
売
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
グ
ロ

ー
バ
ル
に
拡
販
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
る
。

％
）
。
輸
送
用
機
械
が
１
０

３
万
５
３
９
８
人
（
13
・
４

％
）
、
生
産
用
機
械
器
具
製

造
業
が
66
万
１
６
６
０
人

（
８
・
６
％
）
、
金
属
製
品

製
造
業
が
61
万
２
１
８
人

（
７
・
９
％
）
、
電
気
機
械

器
具
製
造
業
が
50
万
４
９
４

３
人
（
６
・
５
％
）
と
な
っ

て
い
る
。

　
一
方
、
製
造
品
の
出
荷
額

と
付
加
価
値
額
に
つ
い
て
、

２
０
２
１
年
の
製
造
品
出
荷

額
は
製
造
業
全
体
で
３
３
０

Ｃ
Ｎ
Ａ
Ｓ
認
定
証

品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
信
頼

性
、
試
験
評
価
技
術
力
の
高

さ
が
認
め
ら
れ
た
。

　
今
回
の
認
証
取
得
に
よ
り

同
工
場
は
、
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｃ
／
Ｃ

Ｎ
Ａ
Ｓ
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
付
け

た
試
験
報
告
書
を
提
供
で

き
、
中
国
国
内
で
広
く
品
質

を
証
明
で
き
、
顧
客
側
で
の

評
価
試
験
簡
略
化
に
よ
っ
て

よ
り
早
く
市
場
に
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

オムロン深圳電気寿命
実験室
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「
Ａ
Ｑ
６
３
７
４
Ｅ
」
は
、

波
長
範
囲
３
５
０
㌨
㍍
か
ら

１
７
５
０
㌨
㍍
を
カ
バ
ー

し
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
特
性

評
価
に
も
適
し
て
い
る
。

　
新
機
能
と
し
て
「
Ａ
Ｐ
Ｐ

モ
ー
ド
」
を
追
加
し
、
測
定

条
件
設
定
か
ら
解
析
結
果
出

力
ま
で
を
ナ
ビ
ゲ
ー
ト
し
て

研
究
開
発
や
生
産
テ
ス
ト
を

高
速
化
。
ま
た
大
型
液
晶
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
を
採
用
す
る
こ

と
で
操
作
性
を
向
上
さ
せ

た
。

　
篠
原
電
機
は
、
人
感
セ
ン

サ
付
き
盤
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

「
Ｌ
Ｃ
Ｍ
Ｓ
―
５
０
０
５

Ｎ
」
を
発
売
し
た
。

　
人
感
セ
ン
サ
を
内
蔵
し
、

ド
ア
ス
イ
ッ
チ
な
し
で
受
配

電
盤
・
分
電
盤
・
制
御
盤
な

ど
の
扉
の
開
閉
に
合
わ
せ

て
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
点
灯
／

消
灯
動
作
を
自
動
制
御
で
き

る
盤
用
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
。
小
型

で
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
で

扱
い
や
す
く
、
配
線
作
業
や

ス
イ
ッ
チ
位
置
の
調
節
の
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

内
部
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
デ
バ
イ
ス

は
、
信
頼
性
の
高
い
オ
ス
ラ

ム
製
を
採
用
し
て
い
る
。

号
か
ら
同
製
品
が
Ａ
Ｇ
Ｖ
の

走
行
停
止
や
徐
行
と
い
っ
た

制
御
が
可
能
。
速
度
超
過
に

対
し
て
も
停
止
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
配
線
も
必
要
配

線
は
２
本
で
接
続
で
き
、
他

の
機
器
に
接
続
す
る
よ
り
も

圧
倒
的
に
配
線
作
業
が
楽
に

な
り
、
誤
配
線
の
心
配
も
無

用
。
同
製
品
を
マ
ス
タ
ー
と

し
、
Ｕ
Ａ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
を
ス

レ
ー
ブ
と
し
て
通
信
す
る
こ

と
で
最
大
６
台
ま
で
接
続
が

可
能
。

　
安
全
レ
ベ
ル
は
、
Ｐ
Ｌ

ｅ
、
カ
テ
ゴ
リ
４
、
Ｓ
Ｉ
Ｌ

ル
タ
イ
ム
を
実
現
し
、
自
動

車
産
業
の
ス
ポ
ッ
ト
溶
接
や

レ
ー
ザ
ー
溶
接
、
ね
じ
打

ち
、
リ
ベ
ッ
ト
打
ち
、
組
み

立
て
な
ど
の
精
度
を
必
要
と

す
る
複
雑
な
作
業
に
最
適
。

ま
た
10
％
軽
量
化
と
省
電
力

運
転
に
よ
っ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
を
最
大
20
％
削
減
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ
は
、
Ｄ
Ｃ

―
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ
「
Ｃ
Ｃ

Ｇ
シ
リ
ー
ズ
」
（
１
・
５
Ｗ

／
３
Ｗ
）
に
つ
い
て
、
新
た

に
オ
プ
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
追
加
し
た
。

　
同
製
品
は
、
幅
15
・
７
×

高
さ
11
・
５
×
奥
行
き
10
・

４
㍉
㍍
、
実
装
面
積
１
６
４

平
方
㍉
㍍
の
超
小
型
で
省
ス

ペ
ー
ス
化
。
４
・
５
〜
18
Ｖ

Ｄ
Ｃ
／
９
〜
36
Ｖ
Ｄ
Ｃ
／
18

　
第
一
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
電
子
式
ス
ー
パ
ー
マ
ル

チ
メ
ー
タ
シ
リ
ー
ズ
最
上
位

機
種
の
多
機
能
型
「
Ｓ
Ｑ
Ｌ

Ｃ
―
１
１
０
Ｌ
」
に
つ
い
て

Ｐ
Ｃ
設
定
機
能
を
追
加
し
た

「
Ｓ
Ｑ
Ｌ
Ｃ
―
１
１
０
Ｌ
Ｕ
」

＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
１
台
で
需
要

電
流
×
３
、
電
圧
×
３
、
電

流
×
３
、
需
要
電
力
、
電

力
、
無
効
電
力
、
力
率
、
周

波
数
、
電
力
量
、
無
効
電
力

量
、
高
調
波
（
電
圧
、
電

流
）
、
漏
電
電
流
（
Ｉ
ｏ
、

　
北
陽
電
機
は
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
や

Ａ
Ｍ
Ｒ
な
ど
の
産
業
車
両
向

け
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
６
９
１

―
４
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｄ
６
８
０

２
）
に
対
応
し
た
セ
ー
フ
テ

ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
「
Ｈ
Ｓ
Ｃ

―
Ａ
１
０
０
―
Ｅ
Ｎ
Ｃ
」
を

発
売
し
た
。

　
近
年
、
製
造
現
場
等
で
の

運
搬
作
業
に
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ

Ｒ
の
導
入
が
増
加
す
る
な

か
、
日
本
で
は
産
業
車
両
の

安
全
要
求
事
項
を
規
定
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
３
６

９
１
―
４
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｄ
６

８
０
２
）
が
改
訂
さ
れ
安
全

に
関
す
る
要
求
が
非
常
に
高

ま
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
同
製
品
は
、

こ
の
規
格
の
要
求
事
項
を
満

た
し
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
Ａ
Ｍ
Ｒ
の

よ
う
な
搬
送
車
両
を
主
な
タ

ー
ゲ
ッ
ト
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
し
て
開

発
。
同
社
の
測
域
セ
ン
サ
Ｕ

Ａ
Ｍ
と
一
緒
に
利
用
す
る
こ

と
で
、
ス
キ
ャ
ナ
ー
＋
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
で
検
出
か
ら
制
御

ま
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
。
Ｕ
Ａ
Ｍ
か
ら
の
入
力
信

　
Ａ
Ｂ
Ｂ
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

は
、
大
型
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ

ト
に
つ
い
て
、
４
つ
の
新
モ

デ
ル
と
22
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
を
追
加
し
て
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
を
拡
大
し
た
＝
写
真
。

　
新
モ
デ
ル
は
、
可
搬
重
量

１
７
５
〜
２
１
０
㌔
㌘
、
リ

ー
チ
２
・
65
〜
２
・
95
㍍
の

「
Ｉ
Ｒ
Ｂ
６
７
１
０
」
、
可

搬
重
量
１
５
０
〜
２
４
０
㌔

㌘
、
リ
ー
チ
２
・
５
〜
３
・

１
㍍
の
「
Ｉ
Ｒ
Ｂ
６
７
２

０
」
、
可
搬
重
量
１
９
０
〜

２
７
０
㌔
㌘
、
リ
ー
チ
２
・

７
〜
３
・
１
㍍
の
「
Ｉ
Ｒ
Ｂ

６
７
３
０
」
、
可
搬
重
量
２

２
０
㌔
㌘
〜
３
１
０
㌔
㌘
、

リ
ー
チ
２
・
８
〜
３
・
２
㍍

の
「
Ｉ
Ｒ
Ｂ
６
７
４
０
」
の

４
種
類
で
、
22
バ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
を
展
開
。
Ｏ
ｍ
ｎ
ｉ
Ｃ

ｏ
ｒ
ｅ
モ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
０
・
03
㍉
㍍
の
位

置
再
現
性
と
優
れ
た
サ
イ
ク

す
る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
の
停

止
時
間
を
減
ら
し
、
稼
働
時

間
を
向
上
さ
せ
ら
れ
る
。

　
出
力
は
最
大
５
・
５
kW
、

Ｓ
Ｉ
Ｌ
３
の
統
合
安
全
技

術
、
Ｃ
Ｉ
Ｐ
　
Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ
ｒ

ｉ
ｔ
ｙ
機
能
、
Ｉ
Ｐ
66
の
耐

環
境
性
を
備
え
て
い
る
。

　
キ
ヤ
ノ
ン
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
映
像
技
術

と
Ａ
Ｉ
を
組
み
合
わ
せ
た

「
映
像
Ｄ
Ｘ
シ
リ
ー
ズ
」

に
、
製
造
業
の
工
場
向
け

「
労
災
防
止
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
」
と
、
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
向

け
「
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
を
追

加
し
、
提
供
開
始
し
た
。

　
「
労
災
防
止
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
」
は
、
「
侵
入
検
知
サ

ー
ビ
ス
」
と
「
危
険
行
動
検

知
サ
ー
ビ
ス
」
で
構
成
。

　
侵
入
検
知
サ
ー
ビ
ス
は
、

カ
メ
ラ
で
常
時
監
視
し
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
て
人
の
み
を
検

知
可
能
。
危
険
行
動
検
知
サ

ー
ビ
ス
は
特
殊
な
Ａ
Ｉ
技
術

で
、
転
倒
や
異
常
行
動
の
映

像
を
自
律
学
習
し
、
事
故
の

瞬
時
察
知
と
見
逃
し
の
防
止

に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

　
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
「
入
退

顔
認
証
サ
ー
ビ
ス
」
は
高
速

か
つ
高
精
度
な
顔
認
証
技
術

を
用
い
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の

入
退
管
理
だ
け
で
は
防
ぎ
き

れ
な
い
な
り
す
ま
し
を
防

止
。
非
接
触
認
証
方
式
で
の

ハ
ン
ズ
フ
リ
ー
入
退
室
も
実

現
し
、
機
密
性
の
高
い
エ
リ

ア
へ
の
不
正
侵
入
を
防
ぐ
。

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

Ｉ
Ａ
　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｒ

ｉ
ｎ
を
搭
載
し
た
産
業
用
エ
ッ

ジ
Ａ
Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｄ
Ｘ

―
Ｕ
２
０
０
０
シ
リ
ー
ズ
」
と

し
て
24
モ
デ
ル
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
Ｎ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
Ｉ
Ａ

　
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ

　
Ｎ
Ｘ
ま
た
は
Ｊ
ｅ
ｔ
ｓ
ｏ
ｎ

　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
　
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
モ
ジ

ュ
ー
ル
を
搭
載
し
た
Ａ
Ｉ
推
論

処
理
に
適
し
た
フ
ァ
ン
レ
ス
産

業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
上
位
モ

デ
ル
。
Ｏ
ｒ
ｉ
ｎ
　
Ｎ
Ｘ
は
Ｘ

ａ
ｖ
ｉ
ｅ
ｒ
　
Ｎ
Ｘ
の
約
５
倍

の
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
性
能

を
持
ち
、
生
産
現
場
で
の
画
像

検
査
や
予
兆
保
全
の
ほ
か
、
Ａ

Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
に
搭
載
す
る
産

業
用
エ
ッ
ジ
Ａ
Ｉ
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
と
し
て
も
最
適
。
大
容
量
の

Ｎ
Ｖ
Ｍ
ｅ
ス
ト
レ
ー
ジ
を
標
準

搭
載
し
た
ほ
か
、
日
本
国
内
の

電
波
法
に
対
応
し
た
Ｌ
Ｔ
Ｅ
　

Ｓ
Ｉ
Ｍ
フ
リ
ー
通
信
モ
ジ
ュ
ー

ル
を
搭
載
し
た
モ
デ
ル
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
、
４
Ｇ
　
Ｌ
Ｔ
Ｅ

　
Ｃ
ａ
ｔ
．
４
通
信
が
可
能
。

４
つ
の
Ｇ
ｉ
ｇ
ａ
ｂ
ｉ
ｔ
　
Ｌ

Ａ
Ｎ
ポ
ー
ト
に
よ
り
、
カ
メ
ラ

映
像
の
取
得
と
上
位
情
報
系
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
通
信
な
ど
異

な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
階
層
を
相

互
接
続
す
る
エ
ッ
ジ
コ
ン
ピ
ュ

ー
テ
ィ
ン
グ
に
最
適
。

　
ま
た
Ｌ
字
取
り
付
け
金
具
に

よ
っ
て
壁
面
や
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ａ
マ
ウ

ン
ト
対
応
の
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
の
背
面
に
設
置
で
き
、
同
梱

の
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
ア
ダ
プ
タ
で

35
㍉
㍍
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
に
も
取

り
付
け
ら
れ
柔
軟
な
設
置
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。

コンテック　産業用エッジAIコンピュータ

NVIDIA Jetson Orin搭載
　
同
製
品
は
、
多
軸
Ｅ
ｔ
ｈ

ｅ
ｒ
Ｎ
ｅ
ｔ
／
Ｉ
Ｐ
サ
ー
ボ

ド
ラ
イ
ブ
「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
ｉ

ｘ
５
７
０
０
」
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
を
拡
張
し
た
製
品

で
、
通
常
、
制
御
盤
の
中
に

配
置
す
る
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
バ

を
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
一
体
化

さ
せ
て
設
置
柔
軟
性
を
高

め
、
制
御
盤
の
外
、
ア
ク
チ

ュ
エ
ー
タ
近
く
に
配
置
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
制
御
盤
の

サ
イ
ズ
や
ケ
ー
ブ
ル
配
線
、

冷
却
な
ど
の
要
件
を
簡
素
化

し
、
制
御
盤
の
小
型
化
と
製

造
装
置
を
モ
ジ
ュ
ー
ル
化
し

て
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

　
ま
た
振
動
セ
ン
サ
と
熱
セ

ン
サ
を
搭
載
し
、
機
械
の
潜

在
的
な
問
題
を
検
出
し
て
事

前
に
保
守
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

　
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
は
、
サ

ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ
と
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
一
体
化
し
、

ス
マ
ー
ト
マ
シ
ン
を
実
現
さ
せ
る
分
散
型
サ
ー
ボ

ド
ラ
イ
ブ
「
Ａ
ｒ
ｍ
ｏ
ｒ
Ｋ
ｉ
ｎ
ｅ
ｔ
ｉ
ｘ
」
を

発
売
し
た
。

分
散
型
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ

サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
一
体
化

ロックウェル・オートメーション

ArmorKinetix

HSC―A100―ENC

北
陽
電
機　

セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

産
業
車
両
向
け
規
格
対
応

大
型
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト 

４
モ
デ
ル
追
加

　
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
22
種

ABB

第
一
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

電
子
式
ス
ー
パ
ー
マ
ル
チ
メ
ー
タ

Ｐ
Ｃ
設
定
機
能
追
加

Ｔ
Ｄ
Ｋ
ラ
ム
ダ

超
小
型
Ｄ
Ｃ
―
Ｄ
Ｃ
コ
ン
バ
ー
タ

新
規
オ
プ
シ
ョ
ン

Ｉ
ｏ
ｒ
）
の
計
測
監
視
が
可

能
。
低
圧
回
路
か
ら
高
圧
回

路
ま
で
、
受
電
回
路
の
計
測

監
視
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
電
力

監
視
、
需
要
電
流
計
測
監
視

や
高
調
波
監
視
、
漏
電
監
視

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使

う
こ
と
が
で
き
る
。
パ
ル
ス

出
力
、
通
信
出
力
を
追
加
す

る
こ
と
で
シ
ス
テ
ム
に
合
わ

せ
た
集
中
監
視
が
で
き
る
。

三
相
３
線
、
単
相
３
線
、
単

相
２
線
は
共
用
、
三
相
４
線

は
２
Ｖ
Ｔ
３
Ｃ
Ｔ
／
３
Ｖ
Ｔ

３
Ｃ
Ｔ
設
定
で
切
り
替
え
て

対
応
も
可
能
。

　
新
製
品
で
は
、
Ｐ
Ｃ
設
定

機
能
を
追
加
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
接

続
で
設
定
値
の
書
き
込
み
・

読
み
出
し
が
容
易
に
な
っ

た
。
Ｍ
ｏ
ｄ
ｂ
ｕ
ｓ
　
Ｒ
Ｔ

Ｕ
に
対
応
し
た
通
信
機
能
を

装
備
し
、
計
測
シ
ス
テ
ム
の

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
を
実

現
し
て
い
る
。

　
横
河
計
測
は
、
高
性
能
な

可
視
・
近
赤
外
用
光
ス
ペ
ク

ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ
「
Ａ
Ｑ

６
３
７
３
Ｅ
」
と
「
Ａ
Ｑ
６

３
７
４
Ｅ
」
を
発
売
し
た
。

　
両
製
品
は
、
可
視
帯
か
ら

近
赤
外
波
長
帯
域
に
お
け
る

光
学
デ
バ
イ
ス
や
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
の
測
定
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
次
世
代
機
種
で
、
従
来

の
機
能
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
操

作
性
を
向
上
。
「
Ａ
Ｑ
６
３

７
３
Ｅ
」
は
、
波
長
範
囲
３

５
０
㌨
㍍
か
ら
１
２
０
０
㌨

㍍
ま
で
カ
バ
ー
し
、
標
準
モ

デ
ル
に
加
え
、
高
分
解
能
モ

デ
ル
と
リ
ミ
テ
ッ
ド
モ
デ
ル

の
３
つ
の
モ
デ
ル
を
提
供
。

可
視
・
近
赤
外
用
２
機
種

３
の
安
全
レ
ベ
ル
に
対
応
。

Ｐ
Ｌ
ｅ
は
最
高
の
安
全
レ
ベ

ル
と
な
り
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
の
安
全

規
格
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
高
く

な
っ
て
い
る
。

　
Ａ
Ｇ
Ｖ
・
Ａ
Ｍ
Ｒ
の
エ
リ

ア
・
速
度
制
御
を
は
じ
め
、

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
周
囲
の
安

全
制
御
や
ク
レ
ー
ン
の
移
動

速
度
や
動
作
範
囲
の
制
御
な

ど
に
も
利
用
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

〜
76
Ｖ
Ｄ
Ｃ
の
３
タ
イ
プ
の

広
い
入
力
電
圧
範
囲
と
、
周

囲
温
度
マ
イ

ナ
ス

40
℃
〜
プ
ラ

ス
　

１
０
０

℃
の
広
い
動
作
温
度
範
囲
を

提
供
。
Ｓ
Ｍ
Ｄ
タ
イ
プ
と
Ｄ

Ｉ
Ｐ
タ
イ
プ
の
実
装
端
子
形

状
か
ら
選
択
可
能
。
耐
電
圧

（
入
力
〜
出
力
間
１
分
）
は

１
５
０
０
Ｖ
Ｄ
Ｃ
ま
た
は
１

０
０
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
に
適
合
し
、

リ
モ
ー
ト
Ｏ
Ｎ
／
Ｏ
Ｆ
Ｆ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
、
外
部
出
力
可

変
（
※
単
出
力
の
み
）
の
機

能
を
備
え
て
い
る
。
主
な
用

途
は
、
計
測
機
器
、
Ｆ
Ａ
、

半
導
体
製
造
装
置
、
通
信
機

器
、
医
療
機
器
、
鉄
道
、
バ

ッ
テ
リ
駆
動
装
置
な
ど
。

三
相
４
線
式
対
応

ノ
イ
ズ
フ
ィ
ル
タ

コ
ー
セ
ル

　
コ
ー
セ
ル
は
、
海
外
市
場

向
け
に
三
相
４
線
式
ノ
イ
ズ

フ
ィ
ル
タ
「
Ｙ
Ａ
Ｃ
シ
リ
ー

ズ
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
海
外
で
多
く

使
わ
れ
て
い
る
三
相
４
線
式

DX―U2000シリーズ

横
河
計
測　

高
性
能
光
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
ア
ナ
ラ
イ
ザ

市
場
に
対
応
し
た
高
減
衰
ノ

イ
ズ
フ
ィ
ル
タ
。
５
０
０
／

２
８
９
Ｖ
Ａ
Ｃ
と
幅
広
い
入

力
電
圧
に
対
応
し
、
世
界
各

国
の
三
相
＋
Ｎ
相
の
ノ
イ
ズ

対
策
に
対
応
。
従
来
製
品
よ

り
も
小
型
化
し
、
25
Ａ
か
ら

80
Ａ
ま
で
同
一
筐
体
で
容
量

変
更
に
柔
軟
に
も
対
応
す

る
。
北
米
輸
出
向
け
装
置
に

必
要
な
Ｓ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
値
「
10
ｋ

Ａ
」
を
取
得
し
て
い
る
ほ

か
、
Ｕ
Ｌ
（
ア
メ
リ
カ
）
、

Ｃ
―
Ｕ
Ｌ
（
カ
ナ
ダ
）
、
Ｄ

Ｅ
Ｍ
Ｋ
Ｏ
（
デ
ン
マ
ー

ク
）
、
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
各
認
証

を
取
得
し
て
お
り
、
全
世
界

に
対
応
す
る
安
全
規
格
も
取

得
済
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
対
象
市
場
は
、
大
電
力
事

務
機
器
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

関
連
、
パ
ワ
ー
サ
プ
ラ
イ
、

Ｆ
Ａ
機
器
な
ど
。

Ｙ
Ａ
Ｃ
シ
リ
ー
ズ

キヤノンＭＪ「映像ＤＸシリーズ」

工場、オフィスビル分野提供

映像DXシリーズ 新サービス

TR:SMDタイプ専用トレー（40台入り）

篠原電機 人感センサ付き盤用ＬＥＤ照明

LCMS―5005N

Ａ
Ｑ
６
３
７
３
Ｅ

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A



（3）　　　２０２３年（令和５年）８月９日
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クスイッチングテクノロジーズ帯広工場で、家畜のふ
ん尿から製造したバイオメタンを工場電力と製品材料
に利用する地産地消のエネルギー活用モデルの取り組
みを開始する。

　パナソニックインダストリーは、工場の敷地内に発
電設備（コージェネレーションシステム）を導入し、
家畜ふん尿由来のバイオメタンを使用する。これによ
り同工場から排出されるCO2は2027年度に2022年度
比で約5割以上削減される見込み。また同工場で製造
している環境対応車向けのEVリレーは製造工程で水
素ガスを使用しており、供給するバイオメタンの一部
から水素を製造し、CO2フリー水素を製品の一部に利
用していく。
　エア・ウォーターは、同工場へ安定的にバイオメタ
ンを供給するため、今まで以上に家畜ふん尿由来のバ
イオガスの捕集先を増やし、その規模を拡大する。ま
た、酪農家に設置するガス精製ユニット内に分離膜を
追設し、バイオメタンのみを吸蔵・輸送するなど、製
造コストの低減を図る。

■�アドバンテック、カーボンニュートラルに向けたエ
ネマネシステム活用事例をリリース

　アドバンテックは、カー
ボンニュートラルを実現す
るためのエネルギーマネジ
メントシステムやソリュー
ション「iEMS（インテリ
ジェントエネルギー管理ソ
リューション）」の活用事
例をまとめた冊子「Energy 
Management」をリリース
した。
　工場設備の運転、スマー
トビルディング、水資源処理など社会の様々な領域で
カーボンニュートラルを実現するため同社のソリュー
ションiEMSが有効であると解説し、実際の活用事例
も紹介している。

■�アドバンテック、TECHNO-FRONTIER2023出展レ
ポートを公開

　アドバンテックは、2023年7月26日から28日に、東
京ビッグサイトで開催された展示会「TECHNO-
FRONTIER2023」に出展し、その様子のレポートを
公開した。
　ブースで
は、各種産
業 用 P C や
ネットワー
ク機器に加
え、タッチ
パ ネ ル に
CODESYS
を搭載した
EtherCATコントローラを使った包装機ソリューショ
ンのデモ展示、3軸モーションのデモ展示、オリエン
タルモータ社のステッピングモーター「AZシリー
ズ」と同社のコントローラAMAX-5570との組合わせ
などを展示した。

■�アズビル、2023年度安全衛生大会を開催　労災ゼ
ロ＆安心・健康で働ける職場環境づくり推進

　アズビルは、7月12日に品川区立荏原文化センター
（東京都品川区）で東京地区の安全衛生大会を開催し
た。リモートを含む450人が参加し、労働災害防止活
動の重要性を再確認し、労働災害ゼロに向けたさらな
る取り組みの推進を誓った。

　ビルシステムカンパニー東京本店長武田知行氏はあ
いさつで「本日は3年ぶりの会場での開催となった。
対面で皆さんと職場における労働災害防止活動の大切
さを再確認できることは非常に意義がある。これから
本格的な夏を迎えるが、例年通り万全な熱中症対策で
業務に臨んでほしい。来年も笑顔で安全衛生大会を迎
えられるように。ご安全に」と話し、その後、現場で
優れた安全衛生活動に携わった個人とグループの表彰
を行った。
　また今年度の安全衛生大会は全国11カ所で開催す
る予定となっている。

■�フエニックス・コンタクト、12月22日までの期間
限定「工具キャンペーン2023」開催

　フエニック
ス・コンタク
トは、ドイツ
本社創設100
周年、日本法
人設立35周年
を記念して、
同 社 の 工 具
「TOOL fox
シリーズ」が
お手ごろ価格で購入でき、さらに先着200人にはドラ
イバと特製ドライバホルダがもらえる「工具キャンペ
ーン2023」を実施している。期間は2023年12月22日
受注分まで。
　TOOL foxシリーズは、ドイツ発祥のプロ向け工具
TOOL foxシリーズ。「作業者の手にフィットする作
業工具」と「人間工学に基づいたハンドル設計」、
「最適化されたレバー動作」を特長とし、切る・むく
・かしめる作業負荷を最大25％削減する。

■�パナソニックイ
ンダストリー、
家畜由来のバイ
オメタンを工場
電力と製品材料
に活用

　パナソニックイ
ンダストリーとエ
ア ・ ウ ォ ー タ ー
は、2025年度を
めどに、北海道帯
広市のパナソニッ

生産終了

■�シュナイダーエレクトリック、テレメカニック製セ
ンサ販売終了

　シュナイダーエレクトリックは、2022年に産業用
センサのTelemecanique Sensors（テレメカニック
センサーズ）部門を台湾の電子部品大手YAGEO社に
売却したことにともない、2023年7月31日でテレメカ
ニックセンサーズ製品すべての取り扱いを終了した。
　対象製品は、無線リミットスイッチ（XCMWシリ
ーズ）全品（無線押しボタンスイッチは同社が販売を
継続）、ホイスト・クレーン向けリミットスイッチ及
びレーザーセンサー全品、RFIDシステム製品全品、
そのほかテレメカニックセンサーズの製品全品。販売
とサービスは引継ぎ会社のTESE Japan社が担当す
る。

■�オムロン、2024年9月でセーフティドアスイッチ
D40Zシリーズ生産終了

　オムロンは、2024年9月でセーフティドアスイッチ
D40Zシリーズを生産終了する。最終受注は2024年9
月末、最終出荷は2024年11月末。推奨代替品はセー
フティドアスイッチD41DシリーズまたはD40Aシリ
ーズ。

■�オムロン、2024年3月でプログラマブルコントロー
ラCJ1W-ADG41生産終了

　オムロンは、2024年3月でプログラマブルコントロ
ーラCJ1W-ADG41を生産終了する。最終受注は2024
年3月末、最終出荷は2024年9月末、修理対応終了は
2031年3月末。推奨代替品は、プログラマブルコント
ローラ、CJ1W-AD042またはマシンオートメーショ
ンコントローラNX-HAD401またはNX-HAD402

■�オムロン、2023年9月で多軸モーションコントロー
ラ3-3958A-00-111M-□000など生産終了

　オムロンは、2023年9月で多軸モーションコントロ
ーラ3-3958A-00-111M-□000など生産終了する。対
象製品は3-3958A-00-111M-□000、3-3958A-00-
2 1 1 M - □ 0 0 0 、 3 - 3 9 5 8 A - 0 0 - 3 1 1 M - □ 0 0 0 、
3-3958A-00-511M-□000。最終受注は2023年9月末、

するサイバー攻撃に対しては、復旧や回復能力の強化
が重要だとしている。

■�スキャンディット、スマートフォンで拡張現実
（AR）を活用して倉庫や棚の商品検索を効率化

　スキャンディットは、スマートフォンなどの拡張現
実（AR）オーバーレイを利用し、倉庫や棚から目当
ての製品を迅速に検索することができるソフトウエア
「MatrixScan Find」を開発した。目視と手動による
検索作業と比べて高効率で高精度に探すことができ
る。特に見た目が似ていたり、箱に入っているものか
ら特定の製品を探し出すのは手間がかかり、同ソフト
はARによって視覚的に支援してより早く見つけられ
るようにする。
　また、同社はソフトウエアによる自動認識ソリュー
ションを展開し、ハンディターミナルなど専用機か
ら、スマートフォン＋ソフトウエアにすることでシス
テム構築にかかるコストや工数、保守メンテナンスの
手間も省くことができる。

■�Cohesity、データセキュリティとデータ管理に関
する調査発表　ランサムウェアの脅威高まる

　Cohesityは、データセキュリティとデータ管理に
関する調査を発表
し、回答者の92%
以上が2023年にラ
ンサムウェアの脅
威が高まったと考
え、およそ5人に4
人がデータとビジ
ネスプロセスの復
旧のために身代金
の支払いを検討すると回答した。
　調査では、2023年にランサムウェアの脅威が高ま
ったと感じた回答が9割以上に上り、3割以上が過去6
カ月間にランサムウェアの攻撃被害にあったとしてい
る。また被害にあった際、データの復旧やビジネスプ
ロセスにかかる時間は9割が24時間以上、59%が4日
以上、33％が1週間以上と回答し、激しくなり、増加

最終出荷は2023年12月末、修理対応は2026年12月末
まで。
　推奨代替品は、3-3958A-00 -111M-□000が
3-3958A-00-121M-□000（2023年8月発売予定）、
3-3958A-00-211M-□000が3-3958A-00-221M-□000
（2023年8月発売予定）。3-3958A-00-311M-□000と
3-3958A-00-511M-□000は推奨代替商品なし。

■�オムロン、2023年7月で温度調節器PTシリーズ一
部商品、ビーズPTシリーズ一部商品を生産終了

　オムロンは、2023年7月で温度調節器（デジタル調
節計）PTシリーズ一部商品とビーズPTシリーズ一部
商品を生産終了する。最終受注は2023年7月末、最終
出荷は2023年8月末。推奨代替品は、PTシリーズ一
部商品がPT-Nシリーズ（2023年8月または9月発売予
定）、ビーズPTシリーズ一部商品がPT-N（BEAD）
シリーズ（2023年8月発売予定）。

■�オムロン、2025年3月で画像センサFZ-DU生産終了
　オムロンは、2025年3月で画像センサFZ-DUを生産
終了する。最終受注は2025年3月末だが、製品がなく
なり次第販売を終了する。最終出荷は2025年4月末、
修理対応終了は2030年3月末まで。推奨代替品はな
し。

■�オムロン、2024年3月でロータリエンコーダ、光電
センサ、フォト･マイクロセンサ一部製品を生産終
了

　オムロンは、2024年3月でロータリエンコーダ、光
電センサ、フォト･マイクロセンサの一部製品を生産
終了する。最終受注は2024年3月末、最終出荷は2024
年6月末。対象製品は、E6A2-CSシリーズ一部商品、
E6C3-ANシリーズ一部商品、E6H-CWZ6C-5 1000P/
R 0.5M、OAS-160シリーズ一部商品、E3S-Aシリー
ズ 一 部 商 品 、 E 3 S - L S 3 P T - M 3 J  0 . 3 M 、 E 3 S -
LS3PWT-1 2M、E3S-R81 5M、E3Tシリーズ一部商
品、E3ZMシリーズ一部商品、E39シリーズ一部商
品、EE-SA801A-R 3M。推奨代替品はなし。
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強してきた。今回、EVなど新規需要の増加に対応
し、国内生産の強化でサプライチェーンを強靭化する
ため、第2工場に新棟を建設することとなった。
　新棟は、鉄骨造二階建の延床面積は約1万6000平方
㍍。2023年春の竣工を予定。完成後の第1工場を含め
た山形航空電子全体の総床面積は、現状の約3万3000
平方㍍から約1.5倍の4万9000平方㍍に拡張される。

■�富士化学工業、富山県中新川郡上市の郷柿沢工場に
製剤第3棟竣工

　富士化学工業は、郷柿沢工場（富山県中新川郡上市
町郷柿沢）内に製剤第3棟を竣工した。今回建設した
製剤第3棟は、粉体供給・混合・造粒・整粒・乾燥ま
で一貫生産が
可能な連続造
粒機等、最新
鋭の設備を導
入し、内服固
形剤・顆粒剤
などの一般製
剤の製造に特
化している。
　新棟は地上3階で、建設面積2525平方㍍、延べ面積
5094平方㍍。

■�たつみ工業、千葉県木更津市に不燃断熱パネル製造
の木更津プラント竣工

　たつみ工業は、千葉県木更津市の「かずさアカデミ
アパーク」内に、最厚300㍉㍍世界初処方の連続式不
燃断熱パネル（HFO PIR）「TATUMI PANEL」を
製造する新
工場となる
「木更津プ
ラント」を
竣工した。
　ドイツの
世界的化学メーカーBASF社と共同プロジェクトを推
進し、HFO不燃断熱パネルを採用。またドイツの世
界最大手メーカーであるHENNECKE-OMS社の金属
サンドイッチパネル連続ラインを国内で始めて導入
し、厚みが最大300㍉㍍の不燃断熱パネルの製造を可
能にしたコンビニやスーパーの業務用プレハブ冷蔵庫
用パネルから、大型冷凍冷蔵庫、物流センター、クリ
ーンルーム向けに進出する。
　工場と事務所を併設し、敷地面積は4万3377平方
㍍。

■�東京精密、埼玉県飯能市のウェーハプロービングマ
シン製造の新工場が竣工

　東京精密は、
埼玉県飯能市茜
台に建設を進め
ていたウェーハ
プロービングマ
シンの製造を行
う飯能工場が竣
工した。
　5Gの普及、
EV、自動運転
などの車載技術の進展に加え、AI、IoTに伴うネット
ワークインフラの進展などにより、世界的な半導体・
電子部品の需要が拡大し、それに伴ってデバイスメー
カーや半導体製造受託企業、電子部品メーカーなどに
よる半導体製造装置へのニーズも高まり続けているこ
とを背景に、新工場は、ウェーハプロービングマシン
の生産キャパシティの拡張を目指して建設。竣工によ
って半導体製造装置の生産キャパシティは約50％ア
ップすることとなる。
　新工場は鉄骨造地上6階、延床面積は4万8090平方
㍍。

■�古河電子、いわき工場の焼成炉2基が完成。窒化ア
ルミセラミックスの生産を開始

　古河機械金属
グループで電子
部門を担う古河
電子は、半導体
製造装置や通信
機器、レーザー
素子などの放熱
絶縁部材として
需要が拡大して
いる窒化アルミ
セラミックスについて、福島県いわき市のいわき工場
で焼成炉2基が完成し、生産を開始した。今回の炉の
増設により半導体製造装置向けφ16インチ（φ400㍉
㍍）サイズ対応の窒化アルミセラミックス部品の生産
能力は1.6倍になる見通し。

■�レゾナック、水道向け次亜塩素酸ソーダの生産能力
増強を決定

　レゾナックは、川崎事業所（神奈川県川崎市）の水
道向け次亜塩素酸ソーダの生産能力を増強する。
　同社ソーダ電解事業の主力製品である次亜塩素酸ソ
ーダは、上下水道をはじめとした水処理の殺菌・消毒
等で主に使用されている。関東圏の自治体では水道の
殺菌・消毒に液体塩素から次亜塩素酸ソーダへの切り
替え、自製次亜塩素酸ソーダから市販の次亜塩素酸ソ
ーダへの切り替えが計画されており、この需要拡大に
対応するために生産能力増強を決定した。増強時期は
2024年末を計画しており、生産能力は現行比30％以
上引き上げの予定。

■�トリケミカル研究所、山梨県南アルプス市に次世代
半導体用材料の新工場建設

　トリケミカル研究所は、山梨県南アルプス市下今諏
訪A工業団地に新工場を建設する。
　現在、国内外で複数の新規半導体工場と半導体製造
装置工場の建設が進んでいる。それに対し同社はこれ
らの新設に伴う需要増に対応するほか、半導体の微細
化により必要となる次世代半導体用新規エッチング・
CVD材料等の生産拠点として新工場を建設する。敷
地面積は3万平方㍍。2024年末に竣工し、2025年に操
業を開始する予定。投資金額は約40億円。

■�山形航空電子、第2工場新棟の建設開始　自動車・
産機市場向けコネクタ生産増強

　日本航空電子工業は、コネクタ事業の生産拠点であ
る山形航空電子第2工場に新棟を建設する。特に成長
を牽引するEV向けや産機市場向けの生産能力を増強
し、今昭島事業所、弘前航空電子と山形航空電子の国
内3拠点をグループの中核拠点として生産体制の強化

国内

工場新設・増設、設備投資情報 � オートメーション新聞WEB URL付き記事はこちらから→https://www.automation-news.jp/category/factory/

海外

■�エア・ウォーター、インド北部にシリンダーガス充
填工場を新設

　エア・ウォーターの100%子会社であるAir Water 
India Private Limitedは、インド北部デリー郊外のフ
ァリダバード近郊に、ローリー輸送中継基地を兼ねた
シリンダーガス充填工場を新設する。首都ニューデリ
ー近郊を中心とする北部エリアは、同社のガス供給拠
点の空白地である一方、製造業の集積が進んで産業ガ
スの需要が伸長しており、新たな充填工場は長距離輸
送を見直して配送業務を効率化しながら新規需要の獲
得も目指す。
　新工場の敷地面積は約7000平方㍍。敷地内にはロ
ーリー車両の待機場を併設する。工場面積は約4400
平方㍍。2023年6月に建設を開始し、同年12月に稼働
を開始する予定。

■�川崎重工業、米国ワイオミング州でCO2分離回収技
術実証試験設備を建設

　川崎重工はカーボンフロンティア機構と共同で、米
国ワイオミング州ジレット市のDry Fork石炭火力発
電所に隣接するIntegrated Test CenterにCO2分離回
収技術実証試験設備を建設する。2023年10月末に建
設と試運転を完了し、11月から環境影響評価試験を
実施する予定。

■�ヤマザキマザック、インド工場が本格稼働
　ヤマザキマザックは、インド工場の本格稼働を開始
した。
　インドは、自動車を
はじめ医療・航空機・
半導体産業などの市場
拡大に伴い、今後も工
作機械の需要拡大が見
込まれなか、同社はイ
ンドでの迅速な製品提
供とより高品質なサポート提供のため、新たに工場を
建設、今年3月より稼働を開始した。新工場では、イ
ンド国内向けの新型の立形マシニングセンタ「VC-Ez
シリーズ」を生産している。

■�キユーピー、インドネシアで調味料の生産ラインを
増設

　キユーピーは、グループ会社のキユーピーインドネ
シアの本社工場（西ジャワ州ブカシ県）に、マヨネー
ズ・ドレッシングなど調味料の生産ラインを増設し、
生産能力を現在の約2.6倍に引き上げる。増設するラ
インの稼働は2024年11月を予定している。
　キユーピーインドネシアは、2013年にキユーピー
の東南アジア4カ国目の生販拠点として設立され、食
の洋風化や外食産業の発展などを背景に、2022年度
の売上は2019年度比で2倍以上に急拡大している。
　新たな生産
ラインは、家
庭用および業
務用のマヨネ
ーズ・ドレッ
シングなど調
味 料 を 製 造
し、年間生産
能力は約1万
2 0 0 0 ㌧ 。 イ
ンドネシア国内の需要増加を見据えた供給体制の強化
を目的とし、自動化設備を導入して品質や生産性の向
上に取り組むほか、再生可能エネルギーへの転換など
も検討し、2030年度までに生産量当たりのCO2排出量
を50％以下（2018年度比）に削減することを目指
す。投資金額は32億円。

脱炭素エネルギー

■�テス・エンジニアリング、日本果実工業山口工場で
オンサイトPPAモデルで電力供給開始

　テスホールディングスの⼦会社テス・エンジニアリ
ン グ は 、 温 州 み か ん
100％ストレートジュ
ースをはじめとする清
涼飲料水等の製造を行
う日本果実工業の山口
工場（山口県山口市）
に、オンサイトPPAモデルを活⽤して⾃家消費型太
陽光発電システムを設置し、再生可能エネルギー電力
の供給を4月に開始した。
　オンサイトPPAモデルは、工場の敷地を借り、自
らの負担で自家消費型発電システムを設置し、発電し
た電力を工場へ供給・販売して収入を得るモデル。今
回のケースでは、テス・エンジニアリングが、日本果
実工業山口工場に屋根置きの⾃家消費型太陽光発電シ
ステムを設置し、オンサイトPPAモデルとして所有
・維持管理を行い、再生可能エネルギー電気の供給を
行うもの。年間発電量は約112万kWhとなり、発電し
た電力の全量を⾃家消費することで、同工場の年間電
力需要量の約3％を賄う。

島事業所と北海道
工場に続く3例目
で、ワイナリーへ
の導入は同社初と
なる。
　規模は太陽光パ
ネル696枚で総パ
ネル面積としては
約1796平方㍍。
設備稼働による年
間 発 電 量 は 約
407MWh、CO2排
出量は年間約222
㌧削減される見込
み。

を進める。
　 山 形 航 空 電 子
は、グループにお
けるプレス中核拠
点の役割を担いつ
つ、成形・コネク
タ組み立てに業務
を拡大し、携帯機
器と自動車向けコ
ネクタの生産拠点
と し て 発 展 。
2 0 0 6 年 に 第 2 工
場、2013年に第1
工 場 D 棟 を 建 設
し、生産体制を増

■�日揮触媒化成、新潟県阿賀野市の新潟事業所と福岡
県北九州の北九州事業所を拡張

　日揮グループの機能材製造事業会社である日揮触媒
化成は、新潟事業所と北九州事業所の事業拡大を目的
に、6月に新潟県東部産業団地（新潟県阿賀野市）内
の事業用地（約6万平方㍍）、7月に福岡県北九州市
若松区の事業用地（約5万平方㍍）を購入した。
　同社は、カーボンニュートラル燃料（合成燃料）用
触媒とケミカルリサイクル用触媒・吸着材のほか、高
速通信用材料や半導体用機能性研磨粒子などの新規フ
ァインケミカル製品の需要拡大に向け、2025年から
2030年にかけて総額約200億円の設備投資（今般の事
業用地購入費用を含む）を実施していく。

■�サッポロビール、岡山ワイナリーに太陽光発電設備
を導入　年間222㌧のCO2排出量を削減

　サッポロ
ビールは、
脱炭素社会
の実現を目
指した取り
組みの一環
として、岡山ワイナリーへPPAモデルによる太陽光
発電設備を導入した。同社生産拠点へのPPAモデル
による太陽光発電設備導入は、2022年の群馬工場尾


